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１．略歴

２．本訴を起こした動機

３．裁判所に望むこと

１．略歴

　　１９３４年　８月　新潟県高田市大町に産まれる。

　　１９４０年　４月　高田市立大手町国民学校入学

　　１９４０年１１月　中国山東省張店日本国民学校転入

　　１９４６年　３月　中国より引き揚げ大手町国民学校に転入

　　１９４７年　３月　大手町国民学校卒業

　　１９５０年　３月　高田市立大町中学校卒業

　　１９５３年　３月　新潟県立北城高等学校卒業

　　１９５５年　３月　新潟大学高田分校終了

　　１９５５年　３月～１９９４年１１月　新潟県上越地区内小学校１０校に勤務

　　１９９５年　３月～１９９７年　３月　新潟県総合生協本部役員（組織委員）

　　１９９７年　６月～２００３年　６月　新潟県総合生協理事

　　２００３年　３月～　　　総合生協地区役員

２．本訴を起こした動機

　　私達が消費者として何よりも望んでいるのは，安全な食品を作っていただき安心して　　　　　　　

　食べられる事です。

　　しかし現実の問題としてはサリドマイドやエイズの問題も１部の人には早くから分か　　

　っていても私達一般人には薬害の結果が出て広がるまでよく知らなかったし今でもその

　ために苦しんでいる人が大勢いるのです。そんな問題がいろいろありました。最近では　　　

　塵肺や石綿の事も病状が悪化するまで問題視されませんでした。石綿については私も知

　らなかったので直江津南小学校に行っていた１９６８年前後，石炭ストーブの煙突と窓

　の隙間に石綿を素手でつめていたが席がそのしたの方だったので風が吹くたびに首がち

　くちくしたのをしばらく原因が分からなかったことがありました。知らない事がいかに

　恐ろしい事かと最近のニュ―スを聞いてからしみじみと感じました。

　　遺伝子組換え稲の田植えの現場での説明の時北陸センターで作った米は農協等の業者

　に出荷すると説明されました。それでは一般の米と混じってしまうのではないでしょう

　か。しかも籾で保存され他の籾と一緒にどこかで植えられ知らない間に広まる心配が無

　いと言いきれるのでしょうか。

　　また花粉は２２０m迄位しか飛ばないから一般の農家の稲とは交雑しないとも言われ

　たがセンターの農場には沢山の種類の稲が植えられていました。それらの稲は２２０m

　以内にあるのに交配しないと言い切れるものでしょうか。そしてその米も農協等に出荷

　されるとしたら怖いと思いました。
　　遺伝子組換え稲と農家の稲の開花時期をずらすために田植えの時期を遅らせるから心

　配無いとも言われましたが、私の小さな畑で大豆を植えた時たべるときをずらそうと思

　い半分は１０日ほど後らせて植えたのに収穫できる時期は同じくなってしまいました．

　朝市で買ってきたきゅうりの苗も同じでした。だから遺伝子組換え稲の場合も二毛作地　　　

　域と同じ位ずらして植えなければ交配しないと言いきれないと思いました。

　　また田んぼを見ていると稲刈りのあとに小さな稲穂が実を結んでいます。遺伝子組換

　え稲を刈り取った後どうしたか私達には分かっていません。

　　遺伝子組換え稲が安全だと分かるまでの実験は何年もかかると思います。ましてデフ

　ェンシンが水に溶け下流に流れ出したり小さな虫や生物等が知らない間に花粉を運ぶか

　も知れないなどと聞くと遺伝子組換え稲がどこまで広がるのか大変心配です。

　　そんなことにならないように本当に安全だと分かるまでは屋外での実験を中止して欲

　しいのです。

３．裁判所に望む事

　　２に記したような理由で私達は遺伝子組換え稲が絶対に安全だと分かるまでは屋外で

　の実験を中止させていただきたいのです。また１部の人だけでなくだれもが納得できる

　ように情報を公開しみんなにわかるように全国の人に確実に知らせて欲しいのです。

　　裁判官の人達には一方的な意見に偏らないよう私達の意見をきちんと取り上げて公平

　な裁可をしてくださることと信じてこの度お願いいたします。

